
                                      令和２年度 第２学年 数学科  年間指導計画・評価基準 

 

 【学年の目標】 

 
(1)文字を用いた式について，目的に応じて計算したり変形したりする能力を伸ばすとともに，連立二元一次方程式について理解し，それを用いる能力を養う。 
(2)基本的な平面図形の性質について，観察，操作や実験を通して理解を深めるとともに，図形の性質の考察における数学的な推論の意義と方法とを理解し，推論の過程を的確に表現する  能力を養う。 
(3)具体的な事象を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。また，具体的な事象についての観察や実験を通して，確率の考   え方の基礎を培う。 
 

1章 式の計算（1６時間） 

目標 

①  文字を使った式の計算や，それらを活用して問題を解決することに関心をもち，式の見方を深めようとする。 

② １年の学習内容から発展的に式の計算を考えたり，文字を使った式を用いて，数量および数量の関係を説明したりすることができる。 

③ 多項式の加法，減法などの計算をしたり，目的に応じて式を活用したり，等式を変形して式の意味を読みとったりすることができる。 

④ 単項式や多項式などの意味を理解し，数量および数量の関係を文字を使った式を用いて一般的に説明することの必要性と意味を理解することができる。 
 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 
関連・系統 

 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

４ 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １節 式の計算 

       （１０.５時間） 
 ①単項式と多項式 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 ・文字を使った式で事

象を説明することの有

用性 

・単項式，多項式，定
数項の意味 
・単項式，多項式の次
数と１次式，２次式の
意味 

 

○誕生日当てに関心をもち，そ

のしくみを，文字を使った式で

考えようとしていた。 

○項の個数や項に含まれている
文字の個数によって式を分類す
ることに関心をもち，式の見方
を深めようとしていた。 

○項の個数や，項に含まれてい

る文字の個数に着目して式を分

類する観点に気づくことができ

た。 

 

 

 

○単項式と多項式を区別した

り，次数を求めたりすることが

できた。 

 

 

 

 

○単項式や多項式，次数，１次

式や２次式の意味を理解して

いた。 

 

 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

②多項式の加法・減法 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

・同類項の意味 
・同類項のまとめ方 
・多項式の加法，減法
の意味 
・多項式の加法，減法 
・多項式の加法，減法
の縦書きの計算 

○多項式の加法，減法に関心を
もち，それらの計算をしようと
していた。 
◎既習内容にもとづいて，積極
的に多項式の加法，減法の計算
のしかたを考えようとしてい
た。 

 

○同類項のまとめ方を見いだし
たり，１次式の加法，減法をも
とにして多項式の加法，減法の
計算のしかたを見いだしたりす
ることができた。 

 

 

○簡単な多項式の加法，減法を
計算することができた。 
 
◎多項式の加法，減法を，縦書
きの方法も含めて正確かつ能
率的に計算することができた。 

 

○同類項の意味を理解してい
た。 
 
◎多項式の加法，減法を，1 次
式の加法，減法と関連づけて理
解していた。 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

③多項式の乗法・除法 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

・多項式と数の乗法，
除法の意味 
・多項式と数の乗法，
除法 
・（数）×（多項式）±
（数）×（多項式） 
          ……（*）   
・（多項式）÷（数）±
（多項式）÷（数） 
……（**） 
 
 
 

○多項式と数の乗法，除法に関
心をもち，その計算のしかたを
考えようとしていた。 
○（*），（**）の計算に関心をも
ち，その計算のしかたを考えよ
うとしていた。 
 
◎既習内容にもとづいて，積極
的に多項式と数の乗法，除法の
計算のしかたを考えようとして
いた。 
◎（*），（**）の計算のしかたを
考える根拠を見つけようとして

○多項式と数の乗法，除法を分
配法則にもとづいて考えること
ができた。 
○（*），（**）の計算のしかたを， 
（数）×（１次式）や（１次式）÷
（数）の計算をもとにして考え
ることができた。 
 
◎多項式と数の除法について，
２つの異なる計算のしかたを見
いだすことができた。 
◎（**）の，２つの異なる計算の
しかたのもとになる考え方を見

 ○多項式と数の乗法，除法を
計算することができた。 
○（*），（**）の計算をするこ
とができた。 
 
 
 
 
◎（*），（**）の計算も含めて，
多項式と数の乗法，除法を正確
かつ能率的に計算することが
できた。 

○多項式と数の乗法，除法の計
算のしかたを理解していた。 
○（*），（**）の計算のしかた
を理解していた。 
 
 
 
 
◎多項式と数の除法で，２つの
異なる計算のしかたを，根拠に
もとづいて理解していた。 
◎（**）の，２つの異なる計算
のしかたを，分数の減法に関連

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

○中３年 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

いた。 

 

いだすことができた。 
◎センテンス型の式変形と，フ
レーズ型の式変形の違いを説明
することができた。 

 
づけて理解していた。 

 
・多項式の乗法と除法 

・因数分解 

④単項式の乗法・除法 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

・単項式の乗法，除法
の意味 
・単項式の乗法，除法 
・単項式の乗法，除法
の混じった計算 
 
 
 
 

 

○単項式の乗法，除法や乗除の
混じった式の計算に関心をも
ち，その計算のしかたを考えよ
うとしていた。 
 
◎既習事項をもとにして，単項
式の乗法，除法や乗除の混じっ
た式の計算のしかたを積極的に
考えようとしていた。 

 

 ○単項式の乗法，除法や乗除の
混じった式の計算を，数の乗法，
除法と関連づけて考えることが
できた。 
 
◎単項式の乗法，除法や乗除の
混じった式の計算のしかたを見
いだすことができた。 

 

 

○単項式の乗法，除法や乗除の
混じった式を計算することが
できた。 
 
 
◎係数が分数の単項式の除法
や乗除の混じった式を，正確か
つ能率的に計算することがで
きた。 

 

単項式の乗法，除法や乗除の混
じった式の計算のしかたを理
解していた。 
 
 
◎単項式の乗法，除法や乗除の
混じった式の計算のしかたを，
数の乗法，除法や単項式と数の
乗法，除法と関連づけて理解し
ていた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

⑤ 式の値 

 

 

 ２ 

 

 

・工夫して式の値を求
めること 

 

○式の値の求め方に関心をも
ち，式を簡単な形に変形してか
らその値を求めようとしてい
た。 

○式を簡単な形に変形してから
値を代入することのよさを見い
だすことができた。 

○式を簡単な形に変形してか
ら値を代入して，式の値を求め
ることができた。 

○式を簡単な形に変形してか
ら値を代入することのよさを
理解していた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

 基本の確かめ ０ .
５ 

      

２．式の活用 
（５.５時間） 

 
 ①式の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

・数量の大きさの比較 
・整数の性質 
・連続する整数の和の
性質 

 

 

 

 

 ○整数の性質に関心をもち，そ
れらを見いだそうとしていた。 
○連続する整数の和の性質に関
心をもち，それを見いだそうと
していた。 
 
◎整数の性質などに関心をも
ち，それらを文字を使った式を
用いて積極的に説明しようとし
ていた。 

 

 

 

 

○文字を使った式を用いて，数
量の大きさや整数の性質を見い
だすことができた。 
○文字を使った式を用いて，数
量および数量の関係をとらえ説
明することができた。 
○連続する整数の和を，文字を
使った式で表し，その性質を説
明することができた。 
 
◎整数の性質などを帰納や類推
によってとらえ，文字を使った
式を用いて一般化したり，条件
を変えた場合を考えたりするこ
とができた。 

○数量および数量の関係を，文
字を使った式で表すことがで
きた。 
○文字を使った式の意味を読
みとることができた。 
○連続する整数の和を，文字を
使った式で表すことができた。 
 
 
◎文字を使った式から，整数の
性質などを読みとることがで
きた。 

 

 

 

○文字を使った式を用いると，
数量および数量の関係を一般
的に説明することができると
いうことを理解していた。 
 
 
 
 
 
 
◎文字を使った式を用いて説
明するときの適切な文字の決
め方や式の表し方を理解して
いた。 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

・式の活用 

・数量の関係を表す式 

○中３年 

・式の活用 

 ②等式の変形 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

・等式をある文字につ
いて解くこと 

 

 

 

 

○等式を目的に応じて変形する
ことに関心をもち，その方法を
見いだそうとしていた。 
 
◎自ら目的をもって，与えられ
た等式をある文字について解こ
うとしていた。 

 

 ○等式を目的に応じて変形す
る方法を見いだすことができ
た。 
 
 
◎ある文字について解く前とあ
との等式とを比較し，それぞれ
の等式が表す数量の関係を説明
することができた。 

○具体的な場面で，数量の関係
を表す等式を，目的に応じて変
形することができた。 
 
◎数量の関係を表す等式を，目
的に応じて，指定された文字に
ついて解くことができた。 

 

 ○等式をある文字について解
くことの意味を理解していた。 
 
 
◎目的に応じて等式を変形す
ることを通して，数量の関係を
正確に理解していた。 
 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・式の活用 

・数量の関係を表す式 

○中３年 

・式の活用 

  基本のまとめ ０ .

５ 

      

 
 学習のまとめ 

 章の問題 

 １ 
      

                                                                                                             
 
 
 

２章 連立方程式（１６時間）  

 
◇目標  
 

 (1) ２元１次方程式や連立２元１次方程式について関心をもち，その解き方や活用のしかたを考えようとする。 

(2) ２つの文字の一方を消去すると，既知の１元１次方程式に帰着できることに気づき，式の形に応じた解き方を考えることができる。 

(3) 連立２元１次方程式を解いたり，連立２元１次方程式を活用して問題を解決したりすることができる。 

(4) ２元１次方程式と連立２元１次方程式の意味，およびその解の意味や，連立２元１次方程式を活用した問題の解き方の手順を理解することができる。 

 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１節．連立方程式と そ

の解（１１.５時間） 

①連立方程式とその解 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

・２元１次方程式とそ

の解の意味 

・連立２元１次方程式
の必要性と意味 
・連立２元１次方程式
の解の意味 

 

 

 

 

○具体的な事象の中の数量の関

係を表した２元１次方程式とそ

の解の求め方に関心をもち，そ

の解を見つけようとしていた。 

 
◎２元１次方程式を連立させる
ことに関心をもち，自分なりの
方法でその解を求めようとして
いた。 

 

 ○一般に２元１次方程式の解

は複数個あることに気づき，２

つの２元１次方程式の条件が成

り立つ変数の値の組を求める方

法を考えることができた。 

◎２元１次方程式と１元１次方
程式それぞれが表すことのでき
る数量の関係を比較し，その相
違点に気づくことができた 

 

○連立２元１次方程式をつく

ることができた。 

○２つの２元１次方程式に数
を代入して，連立２元１次方程
式の解であるかどうかを確か
めることができた。 

 

 

 

 

 ○２元１次方程式とその解の

意味を理解していた。 

 
 
 
 
 
◎連立２元１次方程式の必要
性と意味，およびその解の意味
を理解していた。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・方程式とその解き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

 ② 連 立 方 程 式 の    
  解き方 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

・文字を消去すること
の意味 
・加減法による連立２
元１次方程式の 
解き方 
・代入法による連立２
元１次方程式の 
解き方 
 

○連立２元１次方程式を１元１
次方程式に帰着させる考え方に
関心をもち，連立２元１次方程
式を解こうとしていた。 
 
◎連立２元１次方程式の一方の
文字を消去することに関心をも
ち，よりよい解き方を見いだそ
うとしていた。 
 

○連立２元１次方程式の一方の文
字を消去すると，既知の１元１
次方程式に帰着させることがで
きることに気づくことができ
た。 
○加減法や代入法で連立２元１次
方程式を解く過程を振り返り，２
つの解き方の共通点や相違点につ
いて考えることができた。 
 

 ○加減法や代入法を使って，
連立２元１次方程式を解くこ
とができた。 
 
 
◎連立２元１次方程式を，正確
かつ能率的に解くことができ
た。 

 

○加減法や代入法による連立
２元１次方程式の解き方を理
解していた。 
 
 
 
 
 
 
◎連立２元１次方程式の形に

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・方程式とその解き方 

○中３年 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
◎加減法や代入法など，与えら
れた連立２元１次方程式の形に
応じた解き方を見いだすことが
できた。 

 
応じた解き方を理解していた。 

 
・２次方程式とその解

き方 

③ い ろ い ろ な     
   連立方程式 

 

 

 ４ 

 

 

 

・かっこを含む連立２
元１次方程式の 
解き方 
・係数に小数がある連
立２元１次方程式の解
き方 
・係数に分数がある連
立２元１次方程式の解
き方 

 

○やや複雑な形の連立２元１次
方程式を解くことに関心をも
ち，それらを解こうとしていた。 
 
◎やや複雑な形の連立２元１次
方程式を，正確かつ能率的に解
こうとしていた。 
 

 

○やや複雑な形の連立２元１次
方程式は，係数を整数にするな
どの適切な操作で既知の連立２
元１次方程式に帰着させること
ができることに気づくことがで
きた。 
◎やや複雑な形の連立２元１次
方程式で，式の形に応じた適切
な解き方を見いだすことができ
た。 

○やや複雑な形の連立２元１
次方程式を，係数を整数にする
などして，解きやすい連立２元
１次方程式に変形して解くこ
とができた。 
 
 
◎やや複雑な形の連立２元１
次方程式を，正確かつ能率的に
解くことができた。 

○やや複雑な形の連立２元１
次方程式の解き方を理解して
いた。 
 
 
 
◎やや複雑な形の連立２元１
次方程式について，式の形に応
じた解き方を理解していた。 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・方程式とその解き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

 基本のたしかめ ０ .
５ 

      

 ２ 節 ． 連 立 方 程 式 の  
活用（４.５時間） 
           ①
連立方程式の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・連立２元１次方程式
を活用して解を 
求める手順 
・班の数と人数に関す
る問題 
・道のり，速さ，時間
に関する問題 
・割合の問題 
・食塩水の濃度に関す
る問題 

 

○連立２元１次方程式を活用す
ることに関心をもち，具体的な
事象に関する問題を考えようと
していた。 
 
 
 
◎速さや割合などを含む問題に
関心をもち，連立２元１次方程
式を活用して問題を考えようと
していた。 

○線分図や表を使うなどして，
具体的事象の中の数量の相等関
係に気づき，連立２元１次方程
式をつくることができた。 
 
 
 
◎問題の解決過程を振り返った
り，観点を変えて別の解き方を
考えたりすることができた。 

 

○具体的な事象について，数量
の相等関係を連立２元１次方
程式で表すことができた。 
○つくった連立２元１次方程
式を解いて，解の吟味をし，解
を求めることができた。 
 
◎様々な問題に対して，連立２
元１次方程式を使って，正確か
つ能率的に解を求めることが
できた。 

○連立２元１次方程式を活用
して問題を解決する手順を理
解していた。 
○数量の相等関係をとらえる
ための線分図や表のつくり方
を理解していた。 
 
◎１元１次方程式を使って問
題を解決する場合と関連づけ
て，連立２元１次方程式を使う
ことのよさを理解していた。 

○小６年 

・文字を使った式 

・比の意味 

○中１年 

・方程式とその解き方 

・方程式の活用 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

・２次方程式の活用 

 基本のたしかめ ０ .
５ 

      

 学習のまとめ 
 章の問題 

 １ 
      

 チャレンジテスト  １ 
      

                                                   

 

３章 １次関数（１８時間）  
 
◇目標   

 (1)１次関数に関心をもち，その特徴を表，式，グラフなどを使って調べようとする。  

(2)１次関数の特徴を比例と関連づけて考察したり，問題解決のために１次関数や２元１次方程式のグラフを活用したりすることができる。 

(3) y 軸上の切片や傾きをもとにして１次関数のグラフをかいたり，グラフから１次関数の式を求めたり，２元１次方程式のグラフをかいたりすることができる。 

(4) 関数や１次関数の意味，１次関数の変化の特徴やグラフの特徴を理解することができる。 

 



 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備    考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

８ 

 
 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ． 1 次 関 数      

 （９.５時間）   

①１次関数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１次関数の意味 

・１次関数になる数量
の関係 
・１次関数のグラフ 
・１次関数のグラフと
比例のグラフ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○比例になる事象と１次関数

になる事象を比較することに関

心をもち，それらをそれぞれ式

で表そうとしていた。 

○１次関数になる数量の関係を
グラフで表すことに関心をも
ち，そのかき方を考えようとし
ていた。 
 
 ◎具体的な事象の中から１次
関数としてとらえられる２つの
数量を積極的に見いだし，考え
ようとしていた。 
◎１次関数のグラフと比例のグ
ラフの相違点や共通点に関心を
もち，それらを積極的に調べよ
うとしていた。 

○具体的な事象の中にある２つ

の数量の関係を，変化や対応の

ようすに着目して調べ，その特

徴をつかむことができた。 

○１次関数の式を，比例する量
と一定の量の和として考えるこ
とができた。 
○１次関数のグラフのかき方
を，比例のグラフをもとにして
考えることができた。 
 
 
◎１次関数のグラフの特徴を，
１次関数の式で表される，比例
する量と一定の量に関連づけて
考えることができた。 

 

○与えられた２つの数量の関

係が１次関数であるかどうか

を判断することができた。 

○１次関数になる数量の関係
を式で表すことができた。 
○１次関数の関係を表す式に
数を代入し，対応する値を求める
ことができた。 
○１次関数の式から，そのグラ
フの y軸上の切片を求めること
ができた。 
 
◎具体的な事象の中から１次
関数になる数量の関係を見つ
けて，それらが１次関数である
ことを的確に判断することが
できた。 

○１次関数の意味を理解して

いた。 

○比例の関係は１次関数の特
別な場合であることを理解し
ていた。 
○１次関数のグラフは直線に
なることを理解していた。 
 
◎１次関数のグラフを，比例の
グラフと関連づけて理解して
いた。 

 

 

 

 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

② 1 次関数の値の変化 
とグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１次関数の値の変化 
・変化の割合の意味 
・変化の割合と直線の
グラフの傾き 
・１次関数の表，式，
グラフの関係 

 

 

 

 

 

 

 

○１次関数の値の変化に関心を
もち，表やグラフを使って調べ
ようとしていた。 
○１次関数の値の変化に関する
特徴に関心をもち，表，式，グ
ラフを使って考えようとしてい
た。 
 
 
◎１次関数の変化の割合に関心
をもち，表，式，グラフに関連
づけて調べようとしていた。 

 

○１次関数の値の変化に関特徴
を，表，式，グラフを相互に関
連づけて見いだすことができ
た。 
○１次関数で，独立変数 x の値
の変化と従属変数 y の値の変化
との関係を考えることができ
た。 
 
 
◎１次関数の変化の割合を，１
次関数の式の x の係数やグラフ
の傾きに関連づけて考えること
ができた。 

○１次関数の関係を表，式，グ
ラフで表すことができた。 
○１次関数の式から，変化の割
合を求めることができた。 
○１次関数の式から，そのグラ
フの傾きや y軸上の切片を求め
ることができた。 
 
◎x の増加量に対する y の増加
量を，変化の割合を使って正確
かつ能率的に求めることがで
きた。 

 

○１次関数の値の変化に関す
る特徴を理解していた。 
○変化の割合，グラフの傾きの
意味を理解していた。 
○１次関数について，表，式，
グラフを相互に関連づけて理
解していた。 
 
◎変化の割合の意味を，式やグ
ラフに関連づけて理解してい
た。 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 1 次関数のグラフの  
書き方 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

・傾きと切片を使った
グラフのかき方 
・変域が限られている
１次関数のグラフ 

 

 ○１次関数のグラフを，傾きと
y 軸上の切片を使ってかこうと
していた。 
 
◎変数 x の変域が限られている
１次関数のグラフをかくことに
関心をもち，変域に注意しなが
らグラフをかこうとしていた。 

 

○傾きと y 軸上の切片を決める
と，直線のグラフ上の２点が決
まるということに気づくことが
できた。 
○１次関数のグラフ上の２点が
わかれば，そのグラフをかくこ
とができるということに気づく
ことができた。 
 
◎１次関数で，独立変数 x の変
域を決めると，従属変数 y の変
域が決まるということに気づく
ことができた。 

○傾きと y 軸上の切片から，１
次関数のグラフをかくことが
できた。 
○１次関数のグラフをかくこ
とで，独立変数 x の変域に対応
する従属変数 yの変域を求める
ことができた。 
 
◎１次関数で，独立変数 x の変
域に対応する従属変数 yの変域
を，正確かつ能率的に求めるこ
とができた。 

 

○傾きと y軸上の切片を使って
かく１次関数のグラフのかき
方を理解していた。 
 
 
 
 
◎独立変数 xの変域が限られて
いる１次関数で，従属変数 y の
変域の求め方を理解していた。 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

④1 次関数の求め方 

 

 

 ２ 

 

 

 

・切片と傾きによる直
線の式の求め方 
・１点の座標と傾きに
よる直線の式の 
求め方 
・２点の座標による直
線の式の求め方 

 

○座標平面上の直線のグラフか
ら直線の式を求めることに関心
をもち，直線の式を求めようと
していた。  
 
◎直線の式を求めるために必要
な条件を，いろいろな視点から
考えようとしていた。 

 

○与えられた条件から，１次関
数の式や直線の式の求め方を考
えることができた。 
 
 
 
 
◎与えられた条件に応じて，適
切に直線の式の求め方を考える
ことができた。 

 

○座標平面上の直線のグラフ
から，傾きと y 軸上の切片を読
みとり，直線の式を求めること
ができた。 
○与えられた条件に応じて，１
次関数の式や直線の式を求め
ることができた。 
 
◎１次関数の式や直線の式を，
正確かつ能率的に求めること
ができた。 

 

○座標平面上の直線の式は，傾
きと y軸上の切片がわかれば求
めることができることを理解
していた。 
 
◎１次関数の式と直線の式の
意味の違いを，関数とそのグラ
フの関係性に関連づけて理解
していた。 
◎１次関数の式は，２つの条件
を見いだすことで求めること
ができることを理解していた。 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 基本のたしかめ ０ .
５ 

      

２節．1 次関数と方程式
（４.５時間） 
 
① 2 元 １ 次 方 程 式 と  
グラフ 

 

 
 ２ 

 

 

 

・２元１次方程式の解
とグラフ 
・２元１次方程式と１
次関数 
・２元１次方程式のグ
ラフのかき方 

 

○２元１次方程式のグラフに関
心をもち，グラフのかき方を考
えようとしていた。 
 
◎２元１次方程式と１次関数の
関係に関心をもち，その関係を
もとにしてグラフをかこうとし
ていた。 

 

○２元１次方程式のグラフを，
その２元１次方程式の解を座標
とする点の集合とみることがで
きた。 
○２元１次方程式を，関数を表
す式とみることができた。 

 

 

○２元１次方程式のグラフを
かくことができた。 
 
 
◎２元１次方程式のグラフを，
式の形に応じた適切な方法で
かくことができた。 
 

 

○２元１次方程式のグラフは
直線であることを理解してい
た。 
○２元１次方程式 ax＋by＝c
で， 
a＝0 または b＝0 のとき，その
グラフは軸と平行になること
を理解していた。 
 
◎２元１次方程式の解と１次
関数のグラフを関連づけて理
解していた。 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

②連立方程式とグラフ 

 

 

 

 

 ２ 

 

・連立２元１次方程式
のグラフの交点 
・交点の座標の求め方 

 

 

○連立２元１次方程式の解の意
味を，グラフから考えようとし
ていた。 
 
◎グラフを使って連立２元１次
方程式を解くことのよさについ
て考えようとしていた。 

 

 

○連立２元１次方程式の解が，
２つの２元１次方程式のグラフ
の交点の座標に一致することを
説明することができた。 
 
 
◎連立２元１次方程式の解の存
在について，グラフを使って考
えることができた。 

 

○座標平面上の２直線の交点
の座標を，連立２元１次方程式
を解いて求めたり，連立２元１
次方程式の解を，グラフを使っ
て求めたりすることができた。 

 

 

 

○連立２元１次方程式の解は，
座標平面上の２直線の交点の
座標であることを理解してい
た。 
 
 
 
◎連立２元１次方程式の解き
方について，代数的な解き方だ
けでなく，グラフを使うと簡単
に解を求められる場合がある
ことを理解していた。 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 



 
10 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

・関数ｙ＝ａχ² 

基本のたしかめ ０ .
５ 

      

３節．1 次関数の活用 
          （３時間） 
           
①1 次関数の活用 

 

 

 ３ 

 

 

 

・水を熱したときの時
間と水温の関係 
・点の移動と三角形の
面積 
・移動した時間と道の
り 
・印刷枚数と料金の関
係 

 

○１次関数を使って具体的な事
象をとらえ説明することに関心
をもち，問題の解決のために活
用しようとしていた。 
○印刷会社２社の印刷枚数と料
金の関係に関心をもち，それら
をグラフや表などを使って比較
しようとしていた。 
 
 
 
◎具体的な事象に関する問題の
解決のために，表，式，グラフ
を活用しようとしていた。 

 

○具体的な事象の中の２つの数
量の関係を１次関数とみなし
て，その変化や対応の特徴を調
べ，予測したり説明したりする
ことができた。 
○それぞれの印刷料金が，１次
関数を使って表すことができる
ことに気づき，その変化のよう
すを，グラフや表などを使って
比較し説明することができた。 
 
◎変域によって数量の関係が異
なる関数について，その式やグ
ラフを考え，数量の変化のよう
すを説明することができた。 
◎１次関数を活用して調べた
り，予測したりした結果が適切
であるかどうかを振り返ること
ができた。 

○１次関数の関係を，表，式，
グラフを使って，表したり読み
とったりすることができた。 
○それぞれの印刷料金につい
て，その変化のようすをグラフ
や表を使って表すことができ
た。 
 
 
 
 
 
◎変域によって数量の関係が
異なる関数について，変域ごと
に場合分けをして，式やグラフ
に表すことができた。 

○１次関数を活用して，具体的
な事象を考察したり予測した
りすることができることを理
解していた。 
○グラフを使うと，１次関数と
みなすことができる数量の関
係が，視覚的にわかりやすく表
すことができることを理解し
ていた。 
  
 
 
◎具体的な事象の中には，１次
関数とみなすことで変化や対
応のようすについて調べたり，
予測したりできるものがある
ことを理解していた。 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの

数量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの

数量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

・比例、反比例の活用 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 
・関数ｙ＝ａχ²の活

用 

・いろいろな関数 

学習のまとめ 
章の問題 

 １ 
      

 

 

 

 

４章 平行と合同（１９時間）  

 

◇目標 (1) 平行線の性質や三角形の合同条件を使って図形の性質を見いだすことに関心をもち，証明のしかたを考えようとする。 

(2) 演繹的な方法の必要性に気づき，仮定から結論までの過程を，確かな根拠を用いて筋道を立てて考えることができる。 

(3) 平行線の性質などを数学の用語や記号を使って表したり，図形の性質の証明の過程を説明したりすることができる。 

(4) 平行線の性質などの基本的な図形の性質を理解するとともに，証明することの必要性やしくみを理解することができる。 

 

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

11 

 
 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 節 ． 平 行 線 と 角  

（ ８ . ５ 時 間 ）     

①直線と角 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

・直線と角 

・対頂角の性質 
・平行線と同位角 
・平行線と錯角 

 

 

 

 ○対頂角や平行線と角の関係

について関心をもち，その性質

を観察や操作を通して調べよう

としていた。 

 
◎数学的な推論の方法に関心を
もち，図形の性質を，数学的な
推論の方法を使って論理的に考
えようとしていた。 

○対頂角の性質や平行線の性質

などを見いだし，根拠を明らか

にして自分の言葉で論理的に説

明することができた。 

○対頂角の性質，平行線の性質，
平行線になるための条件にもと
づいて，図形の性質を確かめ説
明することができた。 
 
◎２直線が平行であるかどうか
を，同位角や錯角の相等関係に
置きかえて判断することができ
た。 

○対頂角の性質，平行線の性

質，平行線になるための条件を

使って，直線の位置関係を表す

ことができた。 

○対頂角の性質，平行線の性
質，平行線になるための条件を
使って，角の大きさを求めるこ
とができた。 

○対頂角，同位角，錯角の意味

を理解していた。 

○対頂角の性質，平行線の性
質，平行線になるための条件を
理解していた。 
 
 
◎平行線の性質と，平行線にな
るための条件の違いを理解し
ていた。 

 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 

○中１年 

・平面図形の基礎 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②多角形の内角と外角 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

・三角形の内角の和 
・三角形の内角と外角 
・多角形の内角の和 
・多角形の外角の和 

 

 

 

 

 

 

○三角形の内角の和が 180°で
あることを，実測によらない方
法で説明することに関心をも
ち，その考え方を使って説明し
ようとしていた。 
○多角形の内角の和や外角の和
に関心をもち，それらを，既習
のことに帰着させて考えようと
していた。 
◎平行線をひくことによって，
離れた角を１つの頂点に集める
方法に関心をもち，平行線の性
質を使って，三角形の内角の和
を考えようとしていた。 
◎多角形を三角形に分割するな
どの方法を使って，多角形の内
角の和や外角の和を，既習のこ
とに帰着させて求めようとして
いた。 

 

○三角形の内角の和が 180°で
あることを，平行線の性質を使
って説明することができた。 
○多角形の内角の和や外角の和
などを予想し，それが正しいこ
とを，既習のことに帰着させて
考えることができた。 
 
 
◎平行線の性質を使うと，平行
線をひくことによって，離れた
角を１つの頂点に集めることが
できることに気づくことができ
た。 
◎三角形の内角と外角の関係
を，三角形の内角の和が 180°で
あることから見いだすことがで
きた。 
◎多角形を三角形に分割すると
き，いろいろな分割のしかたを
考えることができた。 
◎多角形の外角の和が 360°で
あることを予想し，既習のこと
に帰着させて，その説明のしか
たを考えることができた。 

 ○三角形の内角の和や，三角
形の内角と外角の関係を使っ
て，角の大きさを求めることが
できた。 
○多角形の内角の和や外角の
和などを求めることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎三角形の内角の和が 180°で
あることの説明を，論理的に記
述することができた。 
◎三角形の内角と外角の関係
を，論理的に記述することがで
きた。 

 

○三角形の内角の和が 180°で
あることを，帰納的な方法で示
すことと，演繹的な方法で示す
ことの違いを理解していた。 
○三角形の内角の和が 180°で
あることを，平行線の性質を使
って説明する方法を理解して
いた。 
○多角形の内角と外角および
内角の和と外角の和の意味を
理解していた。 
○多角形の内角の和と外角の
和の求め方を理解していた。 
 
◎三角形の内角の和が 180°で
あることを，三角形の内角と外
角の関係と関連づけて理解し
ていた。 
◎多角形の内角の和や外角の
和に関する性質が，平行線の性
質や三角形の角に関する性質
をもとにして見いだせること
を理解していた。 

 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・正多角形と円 

・三角形や四角形の内

角の 和 

○中１年 

・平面図形の基礎 

基本のたしかめ ０ .
５ 

      

２節．合同と証明 
        （８.５時間） 
①合同な図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合同な図形の性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○合同な図形を見つける活動を
通して，合同な図形の性質に関
心をもち，対応する辺の長さや
角の大きさを調べようとしてい
た。 

 

 

 

 

 

 

 

○辺の長さや角の大きさという
要素に着目して，合同な図形の
性質を考えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２つの三角形が合同である
ことや，対応する辺の長さや角
の大きさの関係などを，記号を
使って表したり，その意味を読
みとったりすることができた。 
○合同な図形を見つけ，合同の
関係を，記号「≡」を使って２
つの三角形の対応する頂点を
同じ順にして表すことができ
た。 
○合同な三角形の対応する辺
の長さや角の大きさを求める
ことができた。 

○平面図形の合同の意味を理
解していた。 
○合同の記号「≡」の意味や，
合同な図形の性質を理解して
いた。 

 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

○小５年 

・図形の合同 

・三角形と四角形の内

角の 和 

○小６年 

・縮図と拡大図 

○中１年 

・平面図形の基礎 

・図形の移動 

②三角形の合同条件 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

・三角形の合同条件 
・三角形の合同条件の
適用 

 

 

○三角形の合同条件に関心をも
ち，それらについて考えたり，
それらを使って２つの三角形が
合同であることを説明したりし
ようとしていた。 
 
 
◎三角形の決定条件に関心をも

○三角形の決定条件をもとにし
て，三角形の合同条件を見いだ
すことができた。 
 
◎辺の長さや，角の大きさに関
する条件が三角形の合同条件に
なるかどうかを，反例をあげる
ことによって考えることができ

○定規，コンパス，分度器を使
って，与えられた条件を満たす
三角形をかくことができた。 
○合同な三角形の対応する辺
の長さや角の大きさを求める
ことができた。 

 

○三角形の合同条件を理解し
ていた。 
 
 
 
 
 
◎三角形の合同条件は，３組の

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

○小５年 



 
12 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち，三角形の合同条件について
積極的に調べようとしていた。 

 

 

 

た。 
◎２つの三角形が合同であるか
どうかを，辺の長さや角の大き
さから判断することのよさに気
づくことができた。 

 

 

 

 

 

 

辺と３つの角を合わせた６要
素のうちの，適当な３要素で構
成されていることを理解して
いた。 

 

・図形の合同 

・三角形と四角形の内

角の 和 

○小６年 

・縮図と拡大図 

○中１年 

・平面図形の基礎 

・図形の移動 

③図形の性質の確かめ方 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

・証明のしくみ 
・仮定と結論 
・証明を進める手順 

 

 

○図形の性質を証明することに
関心をもち，証明のしくみを考
えようとしていた。 
 
 
◎証明することに関心をもち，
その必要性や方法について積極
的に考えようとしていた。 

 

○図形の性質などを証明するた
めに，仮定や正しいと認められ
たことがらを根拠にして，証明
の構想や方針を立てることがで
きた。 
 
◎証明の過程を振り返って考え
ることができた。 

 

○命題の仮定や結論などを，記
号を使って表すことができた。 
○証明の記述から，根拠となる
ことがらを読みとることがで
きた。 
 
◎三角形の合同条件を使った
証明を，適切に表すことができ
た。 

 

○証明の必要性と意味を理解
していた。 
○仮定と結論の意味，証明のし
くみや進め方を理解していた。 
 
◎仮定，根拠となることがら，
結論の意味を，証明の構造と関
連づけて理解していた。 

 

○小５年 

・図形の合同 

・三角形と四角形の内

角の 和 

○中１年 

・平面図形の基礎 

・図形の移動 

④作図と証明 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・角の二等分線の作図
方法についての証明 
・垂線の作図とその証
明 
・証明の根拠となるこ
とがら 

 

 

 

 

○作図の方法が正しいことを証
明することに関心をもち，角の
二等分線の作図方法が正しいこ
とを証明しようとしていた。 
◎垂線の作図の手順に関心をも
ち，その作図方法が正しいこと
の証明を，積極的に考えようと
していた。 

 

 ○作図の方法が正しいことを，
図の中の図形が合同であること
を使って証明する方法を考える
ことができた。 
◎作図の手順を分析して，仮定
と結論を見いだし，三角形の合
同条件を根拠にして証明の進め
方を考えることができた。 

 

 ○作図の方法が正しいこと
を，証明の手順にしたがって適
切に示すことができた。 
 
◎作図の方法が正しいことの
証明過程を，図の中から合同に
なりそうな三角形を見いだし，
それを示すために使うことの
できる合同条件を選択して，適
切に表すことができた。 

○作図の方法が正しいことを
示すには，証明する必要がある
ことを理解していた。 
 
◎角の二等分線や，垂線の作図
の方法が正しいことを，三角形
の合同を使った証明と関連づ
けて理解していた。 

 

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・正多角形と円 

・図形の合同 

○中１年 

・平面図形の基礎 

・作図 

基本のたしかめ ０ .
５ 

      

学習のまとめ 
章の問題 

 １ 
      

チャレンジテスト  １ 
      



５章 三角形と四角形（２０時間）  

 

◇目標 (1) 二等辺三角形や平行四辺形の性質などに関心をもち，それらが成り立つことを証明しようとする。 

(2) 二等辺三角形や平行四辺形の性質，および条件を証明することができる。 

(3) 図形の性質や，その図形になるための条件などを，記号を使って表したり，その意味を読みとったりすることができる。 

(4) 定義や定理の意味，および基本的な図形の定義や定理を理解することができる。 

  

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備    考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

 

 

 
１ 
 
 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １節．三角形 

       （１０.５時間） 
 ①二等辺三角形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

・定義の意味 

・二等辺三角形の底角
が等しいことの証明 
・定理の意味 
・二等辺三角形の性質 

 

 

 

 

 

 

○二等辺三角形の性質に関心を

もち，その性質を演繹的に考察

しようとしていた。 

 
◎二等辺三角形の，線対称な図
形としての性質に関心をもち，
その性質を，既習内容をもとに
して考えようとしていた。 

 

 

 

○二等辺三角形の性質を証明す

るときに，定義が必要であるこ

とに気づくことができた。 

○二等辺三角形の性質を使って
角の大きさを求めたり，図形の
性質が成り立つことを証明した
りすることができた。 
 
◎二等辺三角形の性質を証明す
る必要性に気づき，論理的に確
かめることができた。 

○二等辺三角形の性質につい

ての証明を読みとることがで

きた。 

 
 
 
 
 
◎命題を，記号を使って正確に
表すことができた。 

 

○定義や定理の意味を理解し

ていた。 

○二等辺三角形の定義と性質
を理解していた。 
 
◎二等辺三角形の「底角が等し
い」という性質の証明の過程か
ら，「頂角の二等分線は底辺を
垂直に２等分する」という性質
も導かれることを理解してい
た。 

○小１～４年 

・二等辺三角形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

②二等辺三角形になる 
ための条件 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

・二等辺三角形になる
ための条件 
・逆の意味 

 

 

 

 

○命題の逆に関心をもち，逆が
成り立つかどうかを考えようと
していた。 
 
 
◎二等辺三角形の性質の逆に関
心をもち，逆が成り立つかどう
かを積極的に調べようとしてい
た。 

 

 

 

 

○二等辺三角形になるための条
件を，二等辺三角形の性質の逆
とみることができた。 
○命題が正しくないことを示す
ために，反例をあげることがで
きた。 
○二等辺三角形になるための条
件を使って，図形の性質を論理
的に確かめることができた。 
◎二等辺三角形になるための条
件を，適切に証明することがで
きた。 

○命題の逆をつくることがで
き，その真偽を判断することが
できた。 
○文章で表された命題を，記号
を使って表すことができた。 
○二等辺三角形になるための
条件を使って，三角形が二等辺
三角形になるかどうかを判断
することができた。 
◎二等辺三角形になるための
条件を使って，図形の性質の証
明を読みとったり，表したりす
ることができた。 

○二等辺三角形になるための
条件を理解していた。 
 
 
 
 
 
 
 
◎二等辺三角形について，定
義，性質および条件を，それぞ
れ関連づけて理解していた。 

 

○小１～４年 

・二等辺三角形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 ③正三角形 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

・正三角形の定義 
・正三角形の性質 

 

 

○正三角形の辺や角の大きさの
関係に関心をもち，それらを調
べようとしていた。 
◎二等辺三角形の性質や，二等
辺三角形になるための条件を使
って，正三角形の性質を積極的
に調べようとしていた。 

正三角形を，特別な二等辺三角
形とみることができた。 
 
◎正三角形の辺や角の大きさに
関する既習内容を，定義と定理
に関連づけてとらえ直すことが
できた。 

 ○正三角形の性質の証明を読
みとったり，表したりすること
ができた。 

 

 

○正三角形の定義を理解して
いた。 
 
◎正三角形の性質や，正三角形
になるための条件を理解して
いた。 

○小１～４年 

・正三角形 

○小５年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎正三角形になるための条件
を，適切に証明することができ
た。 

 

 

 

 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

④ 直 角 三 角 形 の    
合同条件 
 
 
 

 

 

 

 

 ３ 
 
 
 

 

 

 

 

 

・直角三角形に関する
用語の意味 
・直角三角形の合同条
件 

 

 

 

 

 

 

○直角三角形の合同条件に関心
をもち，調べようとしていた。 
 
◎図形の性質を証明することに
関心をもち，直角三角形の合同
条件を積極的に活用しようとし
ていた。 
 

 

○三角形の合同条件をもとにし
て，直角三角形の合同条件を見
いだすことができた。 
 
◎直角三角形の合同条件のよさ
に気づくことができた。 
◎直角三角形の合同条件を使っ
て新たな図形の性質を見いだ
し，それを証明することができ
た。 

○直角三角形の合同条件を活
用して，図形の性質の証明を読
みとったり，表したりすること
ができた。 

 

 

 

 

 

○鋭角，鈍角，直角三角形の斜
辺の意味を理解していた。 
○直角三角形の合同条件を理
解していた。 
 
◎直角三角形の合同条件の必
要性を理解していた。 

 

 

○小１～４年 

・正三角形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 
基本のたしかめ ０ .

５ 
      

２ 
  
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 節 ． 四 角 形     
   （８.５時間） 
 
①平行四辺形 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

・平行四辺形の定義 
・平行四辺形の性質 
・平行四辺形の性質を
使った証明 

 

 

 

 

 ○平行四辺形の性質に関心を
もち，それらについて調べよう
としていた。 
 
◎平行四辺形の，点対称な図形
としての性質に関心をもち，そ
れらを積極的に証明しようとし
ていた。 

○平行四辺形の性質を調べ，論
理的に確かめることができた。 
○平行四辺形の性質を使って，
図形の性質を考察することがで
きた。 
◎平行四辺形の性質を使って，
図形の性質を論理的に確かめる
ことができた。 

○平行四辺形の性質を使って，
線分の長さや角の大きさを求
めることができた。 
○平行四辺形の性質を使って，
図形の性質の証明を読みとっ
たり，表したりすることができ
た。 

 

 

○平行四辺形の定義と性質を
理解していた。 
 
 
◎平行四辺形の性質をそれぞ
れ関連づけて，それぞれの性質
が成り立つ根拠を理解してい
た。 

 

○小１～４年 

・平行四辺形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

② 平 行 四 辺 形 に    
 なるための条件 

 ２ ・平行四辺形になるた
めの条件 

○平行四辺形になるための条件
に関心をもち，平行四辺形の性

○平行四辺形になるための条件
を調べ，証明することができた。 

○平行四辺形になるための条
件を使って，四角形が平行四辺

○平行四辺形になるための条
件を理解していた。 

○小１～４年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平行四辺形になるた
めの条件を 
使った証明 

 

 

 

 

 

質の逆などをもとにして調べよ
うとしていた。 
 
 
◎平行四辺形の性質の逆以外に
も，平行四辺形になるための条
件があるかどうかを調べようと
していた。 

○平行四辺形になるための条件
を使って，図形の性質を論理的
に確かめることができた。 
 
◎平行四辺形になるための条件
を活用した問題の証明を読み，
新たな図形の性質を見いだすこ
とができた。 

形になるかどうかを判断する
ことができた。 
 
 
◎平行四辺形になるための条
件を使って，図形の性質の証明
を読みとったり，表したりする
ことができた。 

 
 
 
◎平行四辺形の性質と平行四
辺形になるための条件との関
係を，二等辺三角形の性質と条
件の関係に関連づけて理解し
ていた。 

・平行四辺形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 ③特別な平行四辺形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平行四辺形とひし形，
長方形，正方形の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

○特別な四角形に関心をもち，
それらの四角形と平行四辺形の
関係を調べようとしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ひし形，長方形，正方形を特
別な平行四辺形とみることがで
きた。 
○正方形が，ひし形と長方形の
両方の性質をもっていることに
気づくことができた。 
 
◎ひし形，長方形，正方形の対
角線の性質を，それぞれの定義
と平行四辺形の性質を根拠にし
て見いだすことができた。 

○ひし形，長方形，正方形が特
別な平行四辺形であることの
証明を，読みとったり，表した
りすることができた。 
○平行四辺形が，ひし形，長方
形，正方形になるために必要な
条件を，それぞれ記号を使って
表すことができた。 

 

 

 

○ひし形，長方形，正方形の定
義と性質を理解していた。 
 
 
 
◎平行四辺形とひし形，長方
形，正方形の関係を，辺や角に
ついての条件と対角線につい
ての条件にそれぞれ関連づけ
て理解していた。 

 

○小１～４年 

・平行四辺形、台形、

ひし形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

④平行線と面積 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

・平行な２直線の間の
距離 
・平行線を使った等積
変形 
 

 

 

○底辺が共通で，面積が等しい
２つの三角形に関心をもち，平
行な２直線の間の距離に関連づ
けて考えようとしていた。 
 
◎多角形を等積変形する方法
を，積極的に考えようとしてい
た。 

○多角形を等積変形する前とあ
とで，それらの面積が等しくな
る理由を考えることができた。 
○多角形を等積変形するため
に，どのように平行線をひけば
よいかを考えることができた。 

 

○適切な平行線をひいて，四角
形を面積が等しい三角形に変
形することができた。 
○等積変形の手順が正しいこ
との証明を，読みとったり表し
たりすることができた。 

 

 ○底辺が共通で，高さが等し
い２つの三角形は面積が等し
いことを理解していた。 

 

 

 

 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・平行線と線分の比 

・相似な図形の面積の

比と体積の比 

・相似な図形の活用 
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６章 確率（１１時間）  

 

◇目標 (1)  あることがらの起こりやすさを数で表すことに関心をもち，不確定な事象の起こりやすさを調べようとする。 

(2) 統計的な確率や数学的な確率の考えにもとづいて，確率の求め方を考えることができる。 

(3) 表や樹形図を使って場合の数を求め，それをもとにして確率を求めることができる。 

(4) 確率の意味や同様に確からしいことの意味を理解し，確率を活用して問題を解決する手順を理解することができる。 

  

 

 
月 

 

 

 
  節 ・ 項 

 

 

  
時数 

 

 

 
   目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

  数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

３ 

１節．確率（９時間） 

①ことがらの起こりやす
さ 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

・多数回の実験 

・確率の意味 
・同様に確からしいこ
との意味 

 

○さいころの目の出方などの不

確定な事象に関心をもち，その

起こりやすさを調べようとして

いた。 

 
◎実験の回数とあることがらの
起こる相対度数の関係を意欲的
に調べ，ことがらの起こりやす
さを数で表すことについて考え
ようとしていた。 

○同一条件で多数回の試行を行

うと，あることがらの起こる相

対度数が，ある一定の値に近づ

いていくことに気づくことがで

きた。 

 
◎不確定な事象の起こる程度を
数で表すことのよさに気づくこ
とができた。 
◎確率を使って，不確定な事象
の起こりやすさの傾向をとらえ
説明することができた。 

○実験の結果からあることが

らの起こる相対度数を求め，そ

れを表やグラフに表すことが

できた。 

○実験や調査などの結果から，
あることがらの起こる確率を
求めることができた。 
 
◎実験や調査などの結果を整
理して，正確かつ能率的に確率
を求めることができた。 

 

○確率の必要性と意味を理解

していた。 

○同様に確からしいことの意
味を理解していた。 
 
 
 
◎具体的な事象と関連づけて，
同様に確からしいことの意味
を理解していた。 

 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 

②確率の求め方 

 

 

 

 ３ 

 

 

・同様に確からしいと
きの確率 
・確率の求め方 
・確率のとりうる値の
範囲 

 

○起こりうるすべての場合が同
様に確からしい事象の確率に関
心をもち，その求め方を考えよ
うとしていた。 
 
◎確率のとりうる値の範囲に関
心をもち，具体的な事象で調べ
ようとしていた。 

○確率のとりうる値の範囲を考
えることができた。 
 
 
 
◎確率のとりうる値の範囲を，
起こりうる場合とすべての場合
の関係からとらえ説明すること
ができた。 

○起こりうるすべての場合が
同様に確からしい事象につい
て，確率を求めることができ
た。 

 

○確率の求め方を理解してい
た。 

 

 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 



 

 

月 

 

 

 

③いろいろな確率 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

・表や樹形図を使った
確率の求め方 
・順番が関係ないこと
がらの確率 
・あることがらの起こ
らない確率 
・当たりくじを引く確
率 

 

 

○いろいろな事象の確率を求め
ることに関心をもち，それらの
確率を求めようとしていた。 
○くじを引くのが先かあとかで
当たりくじを引く確率が異なる
かどうかに関心をもち，その確
率を求めようとしていた。 
 
◎起こりうるすべての場合を，
もれなく重複なく数え上げる必
要性に気づき，表や樹形図を使
って考えようとしていた。 

 

○いろいろな事象について，確
率を考えることができた。 
○くじの引き方をもれなく重複
なく数え上げるために，樹形図
を使って考えることができた。 
 
◎起こりうるすべての場合を，
もれなく重複なく数え上げるた
めに，適切な表現のしかたを考
えることができた。 
◎場合の数には順序を考える場
合と，そうでない場合があるこ
とに気づくことができた。 

○表や樹形図を使って場合の
数を数え上げ，それをもとにし
て確率を求めることができた。 
○くじを引くのが先かあとか
で当たりくじを引く確率が異
なるかどうかを，樹形図から読
みとることができた。 
◎目的に応じて表や樹形図を
使い分け，いろいろな事象の確
率を，正確かつ能率的に求める
ことができた。 

 

○確率を求めるときに表や樹
形図を使うことのよさを理解
していた。 
○あることがらの起こる確率
と起こらない確率の関係を理
解していた。 
○くじを引くのが先かあとか
で，当たりくじを引く確率には
差がないことを理解していた。 
◎事象の確率を求めるときに，
表や樹形図をどのように使え
ばよいかを，その手順とともに
理解していた。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 
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７章 資料の散らばり（5 時間） 
 
◇目標 (1) 資料の散らばりの程度に関心をもち，四分位数，四分位範囲，箱ひげ図を利用して，資料の散らばりの程度を説明しようとする。 

(2) 四分位数，四分位範囲，箱ひげ図を利用して，資料の散らばりの程度を説明することができる。 

(3) 四分位数と四分位範囲を求めたり，箱ひげ図をかいたりすることができる。 

(4) 四分位数，四分位範囲，箱ひげ図の意味と必要性を理解することができる。 

 

 

 
月   

 

 
 節・項 

 

 

 
時数 

 

 

 
  目   標 

 

 

     観点別評価の基準例            ◎十分満足できると判断される視点 

 

 
備   考 

 
 

数学への関心・意欲・態度 

 

 数学的な見方や考え方 

 

     技  能 

 

数量・図形などの知識理解 

３ 
  
  
月  

 

 

 

 

 

１節 資料の散らばり①
四分位数と四分位範囲 

 

 ２ 

 

・四分位数と四分位範
囲の必要性と意味 
・四分位数と四分位範
囲を求めること 
・四分位範囲を利用し
て、資料の散らばりを
説明すること 
・範囲と四分位範囲に
対して、外れ値の影響
を調べること 

○資料の散らばりの程度に関心
をもち，資料の傾向を読みとる
ときに四分位数や四分位範囲を
利用しようとしていた。 

 

○範囲と四分位範囲の違いを考
えることができた。 
○第１四分位数と第３四分位数
の間の区間には、全体のほぼ半
分の資料が入っていることに気
づくことができた。 
○四分位範囲を利用して、資料
の散らばりの程度を説明するこ
とができた。 

○四分位数と四分位範囲を求
めることができた。 

 

○四分位数、四分位範囲の必要
性と意味を理解していた。 
○範囲と四分位範囲に対する
外れ値の影響を理解していた。 

 

 

②箱ひげ図 

 

２ 

 

・箱ひげ図の必要性と
意味 
・資料の分布を箱ひげ
図に表すこと 
・箱ひげ図から資料の
傾向を読み取り、その
傾向を説明すること 
・複数の資料の傾向に
ついて、箱ひげ図を利
用して比較すること 

○資料の散らばりの程度に関心
をもち、資料を箱ひげ図に表し
たり、箱ひげ図から資料の傾向
を読み取ったりしようとしてい
た。 

○箱ひげ図から資料の傾向を読
みとり、その傾向を説明するこ
とができた。 
◎箱ひげ図のよさに気づくこと
ができた。 

 

○資料を箱ひげ図に表すこと
ができた。 

 

○箱ひげ図の必要性と意味を
理解していた。 
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